
地球の温暖化防止に二酸化炭素の排出を軽減できるよう、ゴミの分別をし、化石燃料からエコなボイラ

ーや薪ストーブに変えていく。 

（様式第２号） 

SDGs 達成に向けた宣言書（要件１） 

令和５年 12月  1 日 

所在地 山梨県北杜市高根町清里 

3545-828 
企業名 ペンションホワイト林林

代表者 堀内 次郎 

当社は、SDGs の内容を理解し、SDGs 達成に向けた方針及び取組を下記のとおり宣言します。 

記 

SDGs 達成に向けた経営方針等 
 

 

３側面 
（主な分

野にレ） 

 

SDGs 達成に向けた重点的な取組 

 

2030 年に向けた指標 

重点的な取組及び

指標の進捗状況 

登録年月日：令和４年１２月１日 

✓ 環境 

☐ 社会 
☐ 経済 

ゴミの分別。プラスチックゴミは

リサイクルへ。化石燃料を減ら 

す。 
アメニティをお客様に持参して頂き
プラスチックゴミ削減に取り組んで
いる。 

化石燃料のボイラーを

籾殻ボイラーへと転 

向。 
現状値：０ 
⇒２０３０年：１００％ 
資料、見積取寄せ中 
プラスチックゴミ削減。 
現状値：６０％ 
⇒２０３０年：８０％ 

ゴミの分別は毎日実

行。プラスチックゴ

ミを削減する為、ア

メニティは忘れてき

た方ののみに提供を

実施。籾殻、薪を使

った暖房器具を研究

中。 

（進捗率） 

 
 
 
 ２０％ 

☐ 環境 

✓ 社会 

☐ 経済 

 

当ペンションより SDGs の取り組

みを伝え、広げていく。 

薪ストーブの設置予定

薪を使用してピザ体験

実施年間 10 件を 2030

年には５０件にしてい 

く。 

テラスに設置したピ

ザ窯でピザを焼いた

り、夕食を作ったり

しエコでおいしい料

理ができる事を紹介 

（進捗率） 

 
 
 ４０％ 

☐ 環境 

☐ 社会 

✓ 経済 

働きがいのある人間らしい仕事が

できるよう、ワ―ケーションルー 

ムの提供。 

充実したワ―ケーショ

ンルームの設置。 

現状値：２０/365日 

⇒203０年：90/365日 

夏の涼しい環境で、

仕事や勉強を効率よ

く進められる。 

（進捗率） 

 
 
 ２６％ 

 



籾殻、薪ストーブの設置により二酸化炭素の排出を減らし、温暖化を防止できる。夏は避暑地に来てい

ただき、冷房なしの環境で快適にできることの素晴らしさに気付く。ワ―ケーションルームを利用し学

生の勉強やリモートでの仕事を夏の涼しい宿で効率よく進めて頂き、リフレッシュに高原の散歩近隣施

設の天然温泉の利用可。当ペンションに宿泊をすることによりこの取り組みが伝わっていく。 

2023年の夏には夏休みの期間にリフレッシュをしながら試験勉強の為長期でのご利用があった。 

2030 年の目指す姿 

 

 

 

 

 

【記載留意点】 

・上記については「SDGs 達成に向けた経営方針等」を記載いただくとともに、（様式第３号）「SDGs 

達成に向けた取組チェックリスト」（要件２）に記載いただいた取組を踏まえ、「SDGs 達成に向けた重 



点的な取組」を記載してください。 

・指標は、原則として数値目標を記載してください。 
・「環境」、「社会」、「経済」の 3 側面の全てについて重点的な取組を記載してください。該当する分野

にチェックを入れ、取組が複数の分野にまたがる場合は、複数にチェックを入れてください。 

・重点的な取組及び指標の進捗状況については、新規登録時は記入不要です。 


